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Abstract
    [Purpose] The term of school children is deeply concerned whether the appropriate occlusion including the masticatory behavior 

would be obtained, for it is the stage of formation of dietary habit and self-support of eating. In this study the quantification of 

mastication of occlusal force and masticatory score of school children was attempted, and their food intake and masticatory behavior 

were researched. We investigated the relationship between their masticatory ability and obesity. 

    [Methods]  The subjects of this study were 56 school children in the 5th grade of K elementary school in Fukuoka prefecture. 

We calculated Rohrer index, measured their waist and occlusal force using by a occluzer and researched the Food frequency 

questionnaire and the dietary survey concerning food intake frequency, skipping of meal, eating snacks, eating with family and 

masticatory behavior. Statistical analysis was done about the relationship between each research items.

    [Results and Discussion] The ratio of obese and rather obese school children was 14% in Rohrer index (140≧) and there is a 

positive correlation between Rohrer index and waist circumference. Regarding the relation between their dietary habits and occlusal 

force, high occlusal group showed less frequency of intake of snacks and was higher in the masticatory score. Furthermore this 

group had a tendency of having more green and yellow vegetables and seaweed. Thus the foods they usually take had relation to 

their occlusal force. 

    [Conclusion] It is suggested that the improvement of dietary habit including masticatory behavior for school children will lead to 

the development of good occlusal force and masticatory function, and obesity prevention is also expected.
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要　　旨

【目的】　近年、咀嚼が食欲の抑制やエネルギー代謝の調
節に関ることが報告され、肥満との関係について明らか
にされてきた。学童期は食習慣の形成、自立期であり、
咀嚼行動を含めた食習慣が適切な咬合獲得に深く関与す
ると考えられる。本研究では児童の咬合力および咀嚼ス
コアによる咀嚼力の数値化を試み、咀嚼行動を含めた児
童の食物摂取状況を調査し、咀嚼力と肥満との関連性を
検討した。
【方法】　調査対象は福岡県Ｋ小学校の５年生の児童56
名とし、Rohrer 指数の算出、腹囲計測、オクルーザー
による咬合力測定、食物摂取頻度調査および欠食、間
食、共食状況、咀嚼行動に関する食生活調査を行い、各
調査項目の関係について統計解析を行った。
【結果・考察】　児童の肥満および肥満傾向児の割合は、
Rohrer指数より約14％（Rohrer指数140≧）であった。
Rohrer 指数と腹囲との間には正の相関がみられた。児
童の食生活調査と咬合力の関係について、咬合力の高い
群では間食の摂取頻度が少なく、咀嚼程度が高いとされ
た。さらに、咬合力の高い群では緑黄色野菜、海藻の摂
取量が多い傾向がみられ、摂取食品群と咬合力に関連が
みられた。
【結論】　咀嚼行動を含めた食習慣の改善が児童の健全な
咬合力および咀嚼機能の発達につながることが示唆さ
れ、さらには肥満予防が期待される。

Ⅰ．緒　　言

ヒトの基本的摂食機能は、獲得される幼児期に始まり、
人間の一生を通じて老年期までの各ライフステージにお
いて重要な意味を有しているとされている1)。特に、近
年、咀嚼と肥満との関係が明らかにされつつある。坂田
らは、咀嚼は神経ヒスタミンを賦活し、満腹中枢を介し
て食欲を抑制したり、視床下部から交感神経を介して末
梢エネルギー代謝を調節したりすることで、エネルギー
代謝が駆動されると報告している2-3)。さらに、これら
の基礎研究を踏まえて、実際の肥満症治療の補完治療技
法の一つとして咀嚼法がとり入れられ、内臓脂肪削減に
寄与するとされている4)。肥満予防のためには、幼少期
からの適正な食習慣の形成が重要である。平成21年度
学校保健統計調査報告によると、男子の肥満傾向児の出
現率は、10歳以上では10％を超えている5）。学童期は
食習慣の形成、自立期であり、口腔機能の発達段階では
学童期後半は永久歯列完成期にあたる。生活習慣は適切
な咬合獲得に深く関与し、特に、学校給食における食

事時間や咀嚼回数は児童の咬合力、咀嚼機能の発達に
関係すると考えられる。2005年食育基本法が施行され、
2006年食育推進基本計画が策定された。それに基づい
て全国の地方自治体は学校の教育従事者、栄養教諭、歯
科医療関係者、健康推進委員などに食育推進を働きかけ
た。2007年日本歯科医師会から「食育推進支援ガイド」
6) が提示された。その学童期の食育支援として、「早食
いの食べ方と肥満との関連から健康な食べ方を学ぶ」こ
とが挙げられている。一方、宮井らは児童・生徒を対象
に、咀嚼の観点から嗜好食品の物理的な性状に関する調
査を行い、児童・生徒は軟らかく食べやすい食品を好
み、咀嚼活動量を必要とする硬いものを嫌う傾向がある
ことを報告している7)。
　他方、咀嚼力の評価法としては、主観的方法と客観的
方法の２種類に分けられる。主観的評価法は主に質問紙
や聞き取りによるもので、客観的評価法はグミゼリーや
ガムを実際に咀嚼して評価する場合や咬合圧、咬合接触
面積などの補綴学的データ、舌や咀嚼筋の筋活動、下顎
運動等の生理学的データを応用する手法等がある8～11)。
咀嚼力の評価はそれらの主観的方法と客観的方法を組み
合わせて用いることが望ましいと考えられる。しかし、
児童における咀嚼力に関するデータは少なく、評価の指
標は確立されていない。
　本研究では児童の咬合力測定および咀嚼スコアの算出
から咀嚼力の数値化を試みた。さらに、咀嚼行動を含め
た児童の食物摂取状況を把握するために、食物摂取頻度
調査や食生活調査を実施し、咀嚼力と肥満との関連性を
検討した。

Ⅱ．方　　法

１．調査対象および調査期間
　調査対象は福岡県 K市の K小学校の５年生の児童60
名とした。このうち、全ての調査項目の回答が得られ、
腹囲および咬合力の測定が可能であった56名を解析対
象とした。調査期間は2009年10月から11月とした。
　本研究はＫ小学校の児童および保護者に予め研究の意
義を十分に説明して承諾を得、中村学園大学倫理審査委
員会の承認を得て実施した（受付番号：倫理 -09-005）。
２．身体状況
　対象児童の身体状況については腹囲を計測した。ま
た、体格指数は身長、体重から Rohrer 指数 [ 体重 (kg)/
身長 (cm)3×107] を算出した。
３．咬合力の測定
　対象児童の咬合力は咬合力測定フィルム（デンタルプ
レスケール50H-R タイプ Sサイズ）を口腔内に挿入し、
３秒間咬ませ、正確に測定できるまでの２～３回繰り返
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して咬合力測定システム（オクルーザー FPD-707）を
用いて解析した。
４．質問紙によるアンケート調査
１）食生活調査
　食生活調査は学校給食における食べるはやさ、咀嚼
程度、米飯の咀嚼回数など咀嚼行動に関する５項目お
よび欠食、間食の頻度、共食状況、また、運動やス
トレスに関する11項目の併せて16項目についてアン
ケート調査を行った。回答はすべて５段階の順序尺度
法で行った。
２）摂取可能食品の調査
　咀嚼力の主観的評価法は平井ら11) の食品選択方法
に準じて摂取可能食品の調査を行い、摂取難易度ごと
に分類した食品30品目について摂取可能率（％）お
よび咀嚼スコアを算出した。咀嚼スコアは、食品30
品目を摂取難易度毎に５群に分け、各群の摂取可能率
の比率を係数として算出した。摂取可能食品30品目
については、予め卓上型物性測定器（TPU-2S(B)）を
使用して、歪率80％でテクスチャー試験を行い、硬
さの値と摂取難易度（第Ⅰ群～第Ⅴ群）間に相関関係
（r=0.893, p<0.01）が認められ、食品選択の物性的
な妥当性があることを確認して用いた。
３）食物摂取頻度調査
　食物摂取頻度調査は予め保護者に児童の一週間摂取
した食品およびその重量、調理法を記録させ、給食が
ある日の昼食については献立表で記入内容を確認し
た。記入内容と児童への聞き取り調査から、高橋らが
開発した食物摂取頻度調査票 FFQg（ver3.0）12,13) を
用い、栄養素および食品群別摂取量を推定した。推
定された栄養素は「日本人の食事摂取基準（2015年
版）」の値（10歳～11歳）に対する割合を算出し、食
品群別摂取量は「平成19年度児童生徒の食事状況等
調査報告書」14) の結果と比較した。
５．統計解析
　 統 計 解 析 は Statistical Package for Social Science 
(SPSS) (22.0J, SPSS Inc., Chicago, USA) を使用した。児
童の Rohrer 指数と腹囲、咬合力および咀嚼スコア間の
関係については相関係数（Pearson, Spearman）を用い
て調べた。さらに各調査項目間の関係はχ²検定、一元
配置分散分析および重回帰分析を行った。すべての統計
解析において、有意水準は１％および５％とした。

Ⅲ．結　　果

１．身体計測
　児童の身体状況を表１．に示す。男子の身長の平均値
は140.6±5.96、女子146.1±6.70であり、体重は男子

36.5±9.77、女子37.9±6.26であった。男子、女子の
身長、体重の平均値および中央値は「平成19年度児童
生徒の食事状況等調査報告書」の調査対象者の平均値
とほぼ同様の傾向がみられた。一方、日本人の食事摂
取基準（2015年版）の10～11歳の参照体位に対して、
男子の身長の平均は1.4cm低く、体重は0.9kg 高い値を
示した。また、女子の身長は参照体位の2.1cm、体重は
1.6kg 高い値を示した。対象児童の Rohrer 指数につい
て、肥満および肥満傾向児（Rohrer 指数140≧）の割
合は約14％であった。Rohrer 指数と腹囲との関係につ
いては図１．に示し、相関関係（r=0.620, p<0.01）が
認められた。

２．児童の咬合力
　オクルーザーによる咬合力測定例を図２．に示す。デ
ンタルプレスケール上に印記された咬合圧の違いによる
発色濃淡を圧力値に換算し、児童の咬合接触状態を表し
た。対象児童の咬合力の平均値は、男子390.0±146.2 
(N)、女子378.1±196.6(N) であった。また、75％点と
25％点の差を表す四分位範囲は男子では141.6(N)、女
子では262.9(N) であった。

児童における咀嚼力、食物摂取状況と肥満との関連性

表１．対象児童の身体状況

項目 男　子
(n=36)

女　子
(n=20)

身長 140.6 ± 5.96
(138.9)

146.1 ± 6.70
(144.6)

体重 36.5 ± 9.77
(33.8)

37.9 ± 6.26 
(37.1)

Rohrer 指数 129.6 ± 25.27
(121.8)

121.1 ± 13.89
(122.1)

腹囲 63.4 ± 9.48
(63.4)

64.0 ± 5.08
(64.8)

値は平均値± SD（中央値）を示す。

図１．対象児童の Rohrer 指数と腹囲との関係
　　　n=56, r=Pearson の相関係数 ,**：p<0.01
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３．摂取可能食品の調査
　咀嚼能力の点数化は摂取可能食品の調査における咀嚼
スコアを算出した。摂取可能食品の調査は食品30品目
を選択し、その摂取難易度別30食品の分類および咀嚼
スコアの算出方法を表２．に示す。各食品の摂取可能率
の算出は、摂取経験のない者のスコアが０点と同等に評
価されることがないように、摂取経験者のフルスコアを
100点として換算した。対象児童の各群における摂取可
能率は、第Ⅰ群89.5％、第Ⅱ群86.1％、第Ⅲ群79.4％、
第Ⅳ群70.7％、第Ⅴ群60.2％であり、Ⅰ群からⅤ群と
なるにつれて摂取可能率の低下がみられた。咀嚼スコア
はこれらの各群の摂取可能率の比率を係数として算出さ
れ、男子の平均値は79、女子は72であった。また、咬
合力と咀嚼スコア間には相関が（r=0.583, p<0.01）が
認められ、咬合力が高い児童ほど咀嚼スコアも高値を示
した。

表２．摂取可能食品の調査による咀嚼能力の点数化（咀嚼スコア）

図２．オクルーザーによる咬合力測定例と対象児童の咬合力
　デンタルプレスケールの発色点は咬合接触点を示し、咬合力 (N)= 発色点の各面積（mm2）×各平均圧
（MPa）の総和から算出される。
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表３．食生活調査結果

質問項目 回答肢 n=57
人数 (%)

朝・昼・夕三食必ず食べていますか いつも食べている  41 (73.2%)
ほとんど食べている  13 (23.2%)
時々食べていない  2 (3.6%)
ほとんど食べていない  0 (0.0%)
食べていない  0 (0.0%)

赤・黄・緑の色々な食べ物を食べていますか いつも食べている  14 (25.0%)
ほとんど食べている  30 (53.6%)
時々食べていない  12 (21.4%)
ほとんど食べていない  0 (0.0%)
食べていない  0 (0.0%)

毎日朝食を食べますか 必ず毎日食べる  44 (78.6%)
ほぼ毎日食べる  11 (19.6%)
一週間に 2～ 3回食べないことがある  1 (1.8%)
一週間に 4～ 5回食べないことがある  0 (0.0%)
ほとんど食べない  0 (0.0%)

昼食から夕食までの間におやつを食べますか 必ず毎日食べる  1 (1.8%)
ほぼ毎日食べる  24 (42.9%)
一週間に 2～ 3回食べないことがある  20 (35.7%)
一週間に 4～ 5回食べないことがある  4 (7.1%)
ほとんど食べない  7 (12.5%)

夜食を食べますか 必ず毎日食べる  2 (3.6%)
ほぼ毎日食べる  8 (14.3%)
一週間に 2～ 3回食べないことがある  11 (19.6%)
一週間に 4～ 5回食べないことがある  7 (12.5%)
ほとんど食べない  28 (50.0%)

平日の起床時間 ～ 5:00  0 (0.0%)
5:00 ～ 6:00  3 (5.4%)
6:01 ～ 7:00  36 (64.3%)
7:01 ～ 8:00  17 (30.4%)
8:01 ～  0 (0.0%)

平日の就寝時間 ～ 20:30  0 (0.0%)
20:31 ～ 21:30  14 (25.0%)
21:31 ～ 22:30  32 (57.1%)
22:31 ～ 23:30  8 (14.3%)
23:31 ～  2 (3.6%)

いつも夕食を誰と食べていますか 家族そろって食べる  27 (48.2%)
おとなの家族の誰かと食べる  24 (42.9%)
子ども達だけで食べる  4 (7.1%)
一人で食べる  1 (1.8%)
その他  0 (0.0%)

学校給食で出された食べものは全部食べますか いつも全部食べる  51 (91.1%)
全部食べることが多い  4 (7.1%)
時々残すことがある  1 (1.8%)
残すことが多い  0 (0.0%)
いつも残す  0 (0.0%)

学校給食の前におなかがすいていますか いつもすいている  14 (25.0%)
すいていることが多い  20 (35.7%)
時々すいている  15 (26.8%)
ほとんどすいていない  6 (10.7%)
いつもすいていない  1 (1.8%)

学校給食を食べるのがはやい方ですか 大変はやい  3 (5.4%)
はやい  9 (16.1%)
普通  29 (51.8%)
遅い  9 (16.1%)
大変遅い  6 (10.7%)

学校給食をおよそ何分くらいかけて食べていますか 5分以下  3 (5.4%)
10 分間  24 (42.9%)
20 分間  23 (41.1%)
30 分間  3 (5.4%)
30 分間以上  3 (5.4%)

学校給食において、よく噛んで食べていますか ほとんど噛まない  2 (3.6%)
あまり噛まない  17 (30.4%)
普通  29 (51.8%)
よく噛む  7 (12.5%)
非常によく噛む  1 (1.8%)

学校給食において、よく噛まずに丸飲みすることがありますか いつもある  2 (3.6%)
よくある  0 (0.0%)
時々ある  17 (30.4%)
ほとんどない  15 (26.8%)
ない  22 (39.3%)

学校給食の米飯を一口およそ何回くらい噛んでいますか 5回以下  2 (3.6%)
10 回  23 (41.1%)
20 回  28 (50.0%)
30 回  2 (3.6%)
40 回以上  1 (1.8%)

学校の授業以外で運動をしていますか 毎日している  13 (23.2%)
ほぼ毎日している  16 (28.6%)
一週間に 3～ 4回している  15 (26.8%)
一週間に 1～ 2回している  10 (17.9%)
していない  2 (3.6%)

イライラすることがありますか いつもイライラしている  1 (1.8%)
よくイライラしている  8 (14.3%)
時々イライラすることがある  19 (33.9%)
ほとんどイライラすることはない  21 (37.5%)
イライラすることはない  7 (12.5%)
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４．食生活調査
　食生活調査結果を表３．に示した。朝、昼、夕の三食
の摂食状況について、「いつも食べている」と回答した
児童は73.2％、「ほとんど食べている」は23.2％であっ
た。栄養のバランスについては、「赤・黄・緑の色々な
食べ物をいつも食べている」児童は25.0％、「ほとん
ど食べている」が53.6% であった。夕食の共食状況は、
「家族そろって食べる」が48.2％、「大人の家族の誰か
と食べる」が43% であった。学校給食の食べる早さに
ついては、「普通」が最も多く51.8％、学校給食を食
べる時間は「10分間」が42.9%「20分間」が41.1％で
あった。また、学校給食の咀嚼の程度について、「ほと
んど噛まない」、「あまり噛まない」が34.0%、学校給食
において丸飲みすることがある児童は「いつもある」、
「時々ある」を合わせると34.0％であった。さらに、
学校給食の米飯の咀嚼回数については、10回以下と回
答した児童が44.7％を占めた。
５．食物摂取頻度調査
　対象児童の食物摂取頻度調査による食品群別摂取量
を図３．に示した。男女共に「平成19年度児童生徒の
食事状況等調査報告書」の全国平均値と比較すると乳
類の摂取が少ない傾向がみられた。一方、「日本人の食
事摂取基準（2015年版）」の値に対する割合を算出す

ると、男女共に鉄（推奨量）、カルシウム（推奨量）の
順に不足し、男子では鉄は約61.4％、カルシウムは約
69.9％であった。女子では鉄は約34.0％、カルシウム
は約51.8％であった。
６．食生活調査項目と咬合力との関係
　食生活調査と咬合力との関係について、対象児童の
咬合力を３群（高い、普通、低い）に分け、χ²検定を
行った結果を表４．に示す。なお、児童の咬合力につい
ては評価の指標がまだ明確にされていないため、対象児
童の中央値±16% を普通とし、３群の人数が均一にな
るように分類した。咬合力の高い群と低い群では、間食
の摂取頻度、咀嚼程度、および丸飲みの頻度の項目にお
いて有意差が認められ、咬合力が高い群では間食の摂取
頻度が少なく、咀嚼程度が高いとされ、また、丸飲みす
る頻度が少ない傾向がみられた。
７．食品群別摂取量と咬合力および Rohrer 指数
との関連性

　食品群別摂取量と咬合力との関係について分散分析を
行い、表５．に示した。咬合力の高い群では緑黄色野菜
や海藻類の摂取量が多い傾向がみられた (p<0.01)。一
方、各食品群が Rohrer 指数へ与える影響について重回
帰分析を行うと、標準偏回帰係数（β）から、肉類（β
=0.65）が最も多く、次いで麺類（β -=0.39）であっ
た。

Ⅳ．考　　察

１．身体計測
　対象児童の身長および体重は、「日本人の食事摂取基
準（2015年版）」の10～11歳の参照体位および「平成
19年度児童生徒の食事状況等調査報告書」の全国平均
値と比較し、ほぼ標準的な体格の集団として捉えるこ
ととした。また、Rohrer 指数と腹囲との相関関係から、
対象児童の Rohrer 指数は腹囲を反映し、本研究におけ
る肥満の指標の目安として用いることができると考えら
れた。
２．咬合力
　咬合力とは咬合接触面に作用する圧縮力とされ、完全
歯列を具える健常成人では平均約1,000N といわれてい
る15)。咬合力は歯、歯周組織、顎骨、顎関節、筋などの
顎口腔が正常な形態を維持し、本来の機能が営まれ、児
童における咬合力解析は顎口腔構造の成長、発達段階
と深く関わる。児童の標準的な咬合力のデータは明ら
かにされていないが、岐阜県Ｓ市小学５年生のデータ16)

によると、男子449.1(N)、女子380.5(N) であり、本研
究の対象児童の咬合力と大差はみられなかった。また、
長野県Ｋ小学校の小学２年生のデータ17) と比較すると、図３．対象児童の食品群別摂取量
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本研究の対象者の方が約20％高値を示した。学童期は
口腔機能の発達段階であるため、年齢が上がるにつれて
高い値を示すことが推測された。
３．食生活調査
１）食生活調査
　食生活調査の結果について、平成19年度児童生徒
の食事状況等調査報告書にあげられている各項目と比
較すると、３食の摂取状況は、いつも、ほとんどを
あわせると96％で、調査報告書の値88.8％を上回っ
た。栄養のバランスについては、調査報告書では「栄
養のバランスを考えて食べていますか」という質問に
対し、「はい」、「いいえ」、「わからない」がそれぞれ

39.0%、23.9％、37.2％であった。一方、本調査では
対象児童が習っている３つの食品群にあわせて、「赤、
黄色、緑の色々な食べ物をたべていますか」という
具体的な質問に変えたため、「いつも」、「ほとんど食
べている」が79％を占め、児童にとって回答しやす
かったことが考えられる。
　咀嚼行動については、一定条件の食事で比較できる
ため、学校給食における「食べるはやさ」、「食べる時
間」、「咀嚼程度」、「丸飲みの頻度」および「米飯の咀
嚼回数」に関する５つの質問から調査し、各々約30
～40％の児童について咀嚼行動の改善の必要性が見
出された。

児童における咀嚼力、食物摂取状況と肥満との関連性

表４．食生活調査項目と咬合力との関係

表5.  食品群別摂取量と咬合力との関係
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２）摂取可能食品の調査における咀嚼スコア
　摂取可能食品の調査は、1988年頃から補綴分野の
領域で義歯装着者の咀嚼能力を評価する指標として使
用されているものであるが、本研究はその方法に準じ
て児童用に食品を選択し、応用した。咀嚼力の評価に
ついて、咀嚼スコアと咬合力の関係をみると相関が認
められ、聞き取り調査による主観的評価と機器測定に
よる客観的評価の一致性が確認された。咀嚼スコアと
咬合力の値に一致性が認められたことは、摂取可能食
品の調査が児童の咀嚼力を簡便に数値化でき、その有
用性を示唆するものであった。
４．食物摂取頻度調査
　食物摂取頻度調査により算出された食品群別摂取量
の推定値を「平成19年度児童生徒の食事状況等調査報
告書」の全国平均値と比較すると、男女共に肉類以外
はすべて低値を示した。また、「日本人の食事摂取基準
（2015年版）」の値に対して、男女共に鉄（推奨量）、
炭水化物（目標量）およびカルシウム（推奨量）が低値
を示したことは、全体的に食品群の摂取量が不足してい
るためと考えられる。
５．各調査項目間の関連性
　本研究の結果から、咀嚼スコアや咬合力と Rohrer 指
数間に負の相関はみられず、児童の咀嚼力と肥満との間
に直接的な関係はみられたかった。しかし、咬合力が高
い群は低い群よりも間食の摂取頻度が少なく、咀嚼程度
が高いとされたことは、食事をよく咀嚼する習慣が咬合
力を高め、また満腹感を増強させて間食の摂取頻度が少
なくなったと推察された。さらに、咬合力の高い群では
緑黄色野菜や海藻類の摂取量が多い傾向がみられた。財
団法人日本学校保健会による「食と咀しゃくに対する実
態等の調査委員会報告書」18) によると、児童の保護者
がよく噛むための食材を意識して食事に出している場
合、味や香り、食感について話しながら食べていること
が多く、咀嚼習慣形成への配慮が豊かな食生活につな
がるものとされている。第２次食育食育推進基本計画
（2011）においても、「よく噛んで味わって食べるなど
の食べ方に関心のある国民の割合の増加」が目標項目に
掲げられている通り、児童の咀嚼習慣を含めた食べ方へ
の意識を高めることが結果的に肥満を予防することに繋
がると考えられた。

　学校給食献立の調理品の物性について、昭和52年は
｢学校給食標準献立集｣ 19)、平成７年は ｢施設別集団給
食献立集｣ 20) から給食献立を各３例ずつ選択して調理
し、再現したものを試料とし、平成21年はＫ小学校の
給食の調理品を試料として卓上型物性測定器（山電製
TPU－2S(B)）を用いてテクスチャー試験を行った21-22)。
調理品のかたさの範囲は、昭和52年、平成７年、平成
21年と年次を追って軟化傾向を示した。一方、Ｋ市で
は食育の一環として、咀嚼の大切さを教える「かみかみ
献立」が導入され、通常の献立よりもかたい食物が多く
用いられていた。また、福岡市学校給食センターにおけ
る平成21年度～平成26年度「学校給食コンテストレシ
ピ集」23) の中には、根菜類、豆類、小魚など噛み応え
のある食材を多く使用した郷土料理や行事食などが多く
みられた。今後、Ｋ小学校の学校給食の展開としては、
日本および地域の伝統的な食文化についての理解を深め
るとともに、噛み応えのある調理品や薬膳食材の活用な
ど更なる進展が考えられる。

Ⅴ．結　　論

　咀嚼行動を含めた食習慣の改善が児童の健全な咬合力
および咀嚼機能の発達につながることが示唆され、さら
には肥満予防が期待された。本研究は今後、さらに広範
にわたる調査を重ね、児童の咀嚼力と咀嚼行動との関連
性を明らかにすることで、児童の食教育の基礎資料の一
助となり、食習慣の形成、自立期から生涯に亘る良好な
食習慣の形成に寄与すると考えられる。 
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